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第
だい

２８回
かい

城西
じょうさい

校区
こ う く

人権
じんけん

学習
がくしゅう

講座
こ う ざ

（９月～１１月，３

回
かい

連続
れんぞく

）が山手
や ま て

コミュニティセンターを主
しゅ

会場
かいじょう

に開催
かいさい

され，述
の

べ５００人
にん

の住民
じゅうみん

の方が受講
じゅこう

されました。 
 

第
だい

1講座
こ う ざ

 9 月 28日（金）19：30～ 

講演会
こうえんかい

 「生活
せいかつ

つづり方
かた

教育
きょういく

のめざすもの」 

講
こう

 師
し

 坂田
さか た

次男
つぎ お

さん（「つづり方
かた

フォーラム21」主宰
しゅさい

） 

「一人
ひとり

ひとりの子
こ

どものちがいとよさを見
み

つめ，ち

がいを超
こ

えてつながる」こと，それはまさに人権
じんけん

教育
きょういく

の視点
してん

ですが，そのための重要
じゅうよう

な手法
しゅほう

として「生活
せいかつ

つ

づり方」は取
と

り組
く

まれてきました。 

坂田
さかた

さんは，「生活
せいかつ

つづり方
かた

は，『生活者
せいかつしゃ

』を離
はな

れて

はあり得
え

ない。くらしの中
なか

の苦
くる

しくしんどい事実
じじつ

に対
たい

して，あきらめの感情
かんじょう

や妥協
だきょう

をもたせない。その事実
じじつ

に対
たい

する感情
かんじょう

を感傷
かんしょう

に終
お

わらせない。本当
ほんとう

の願
ねが

い

を，生
い

きてきた自分
じぶん

を，明日
あ す

に生
い

きる自分
じぶん

として確
たし

か

めるためにこそ綴
つづ

る意味
い み

がある。だから生活
せいかつ

つづり方
かた

指導
しどう

の意味
い み

は，表現
ひょうげん

することに意味
い み

があるのではな

く，その子
こ

のその後
ご

の人生
じんせい

の生
い

き方
かた

にこそ意味
い み

がある

うになり，障
しょう

がいを受入
うけい

れられるようになった経験
けいけん

を話
はな

されました。もう一人
ひとり

は，映画
えいが

「泣
な

きながら笑
わら

う

日
ひ

」のモデルになった男性
だんせい

で，3歳
さい

の時
とき

に飲
の

んだ抗生
こうせい

物質
ぶっしつ

で聴覚
ちょうかく

神経
しんけい

をおかされ，幼稚園
ようちえん

から中学校
ちゅうがっこう

まで

「難聴
なんちょう

学級
がっきゅう

」に通
かよ

われました。映画
えいが

の中
なか

で，母親
ははおや

が

我
わ

が子
こ

を抱
だ

いて芦田川
あしだがわ

に身
み

を投
な

げようとするシーン

も実話
じつわ

であったこと，自分
じぶん

が生
う

まれてこなければ･･･

と悩
なや

んだこと，そして両親
りょうしん

の苦労
くろう

を振
ふ

り返
かえ

って，今
いま

の

自分
じぶん

があるのは父母
ふ ぼ

のおかげだと感謝
かんしゃ

していると話
はな

されました。 

最後
さいご

は，担
かつ

ぎ桶
おけ

太鼓
だいこ

やチャッパ，宮
みや

太鼓
だいこ

，締
し

め太鼓
だいこ

による勇壮
ゆうそう

な四重奏
しじゅうそう

が鳴
な

り響
ひび

き，参加者
さんかしゃ

がともに感動
かんどう

を分
わ

かち合
あ

えるコンサートになりました。 

 

 

 

 

 

第
だ い

3講座
こ う ざ

 11月 6日（土）18：30～ 

映画
えいが

「RALLWAYS」～レイルウエイズ～の上映会
じょうえいかい

を

行
おこな

いました。 

 

 
 

のです」と話
はな

されました。 

参加者
さんかしゃ

からは，「心
こころ

が熱
あつ

くなるお話
ばなし

で，あっという間
ま

の９０分間
ぷんかん

でした」

「私
わたし

が励
はげ

まされたようで，勇気
ゆうき

が涌
わ

き

ました」などの声
こえ

が寄
よ

せられました。 
 

第
だい

2講座
こ う ざ

 １０月16日（土）13：30～ 

和太鼓
わ だ い こ

コンサート 

出
しゅつ

 演
えん

 「天手鼓舞
てんて こ ま い

」（広島市中途失聴
ひろしましちゅうとしつちょう

・難聴者
なんちょうしゃ

協会
きょうかい

和太鼓
わ だ い こ

グループ） 

天手鼓舞
てんて こ ま い

（11人）による和太鼓
わ だ い こ

の演奏
えんそう

は，力強
ちからづよ

い

音
おと

が体育館
たいいくかん

に響
ひび

きわたり，聴
き

いている人
ひと

たちにも身体
からだ

にその振動
しんどう

が伝
つた

わってきます。聴覚
ちょうかく

に障
しょう

がいがある

にも拘
かかわ

らず，身体
からだ

全体
ぜんたい

で楽
たの

しそうに表現
ひょうげん

するメンバ

ーの姿
すがた

や一糸
いっし

乱
みだ

れぬリズム打
う

ちに感動
かんどう

しました。 

演奏
えんそう

の合間
あいま

に，二人
ふたり

の方
かた

に体験談
たいけんだん

を発表
はっぴょう

していた

だきました。一人
ひとり

は自分
じぶん

自身
じし ん

の 障
しょう

がいをなかなか受
うけ

入
い

れられなかったが，中学生
ちゅうがくせい

の時
とき

，ありのままの自分
じぶん

を認
みと

めてくれる人
ひと

と出会
で あ

い，何事
なにごと

にも挑戦
ちょうせん

できるよ


